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「立野ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」を作成した段階で、学識経験を有する者等及び関係

住民からの意見聴取を実施した。

１．学識経験を有する者等からの意見聴取

立野ダム建設事業の検証においては、検証要領細目に定められている「学識経験を有する者の意見」とし
て、表－１に示す方々から意見聴取を実施した。

(1) 意見聴取対象

「立野ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」

(2) 意見聴取日：

平成24年9月25日（火）

※なお、欠席の弘田禮一郎氏は書面にて

意見を伺った。

表－１ 学識経験を有する者等

氏 名 役 職 等
こばやし いちろう

小林 一郎 熊本大学大学院 自然科学研究科 教授

しもつ まさし

下津 昌司 元熊本大学 工学部 教授

欠席
ひろた れいいちろう

弘田 禮一郎 熊本大学 名誉教授

やまだ ふみひこ

山田 文彦 熊本大学大学院 自然科学研究科 教授

ひらの ゆうえき

平野 有益 熊本日日新聞社新聞博物館長（元編集局長）

（敬称略）
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２．関係住民からの意見聴取

(1) 関係住民の意見を聴く場

立野ダム検証においては、検証要領細目に定められている「関係住民からの意見聴取」を下記により実施し
た。

1)意見聴取対象 ：「立野ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」

2)意見聴取対象者：白川流域の市町村に在住の方

3)意見聴取日 ：平成24年9月22日（土）～平成24年9月24日（月）の３日間

4)意見聴取会場 ：以下の３会場で実施

・熊本市 （市民会館崇城大学ホール）

・大津町 （大津町中央公民館）

・南阿蘇村 （南阿蘇村役場 久木野庁舎）

5)意見発表者：合計で30名からの意見

意見発表者の地域別、世代別、性別を下記に示す。なお、意見発表者のうち、意見聴取対象者（白
川流域の市町村に在住の方）以外の方で発表された１名のご意見については、「（２）電子メール
等を活用した意見募集」にて整理することとし、以下から除外している。

◇地域別 意見発表者数

熊本市 19名

菊陽町 1名

大津町 6名

南阿蘇村 3名

合 計 29名

◇年齢別 意見発表者数

30代 1名

40代 3名

50代 10名

60歳以上 15名

合 計 29名

◇性別 意見発表者数

男 性 23名

女 性 6名

合 計 29名
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(2) 電子メール等を活用した意見募集

「立野ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」について、今後の検討の参考とするため、広く意見の
募集を行った。

1)意見聴取対象 ：「立野ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」

2)意見聴取期間 ：平成24年9月15日（土）～平成24年9月28日（金）

3)意見の提出方法：電子メール、郵送、ファックス、回収箱への投稿

4)資料の閲覧方法：九州地方整備局ホームページ掲載

閲覧場所：国土交通省熊本河川国道事務所１階ロビー

国土交通省熊本河川国道事務所白川出張所

熊本県庁舎情報プラザ 熊本県熊本土木事務所 熊本県菊池地域振興局

熊本県阿蘇地域振興局 熊本市役所１階ロビー 阿蘇市役所

菊陽町役場 大津町役場 高森町役場

南阿蘇村長陽庁舎 南阿蘇村久木野庁舎 南阿蘇村白水庁舎

西原村役場

5)意見提出者：53名（個人52、団体１）からの意見

意見提出者の地域別、世代別、性別を下記に示す。

◇地域別 意見提出者数

熊本市 33名

菊陽町 2名

大津町 4名

高森町 1名

南阿蘇村 3名

県内 6名

県外 3名

団体 1名

合 計 53名

4名不明

1名団体

30名60歳以上

11名50代

5名40代

◇年齢別 意見提出者数

30代 2名

合 計 53名

2名団 体

1名不 明

◇性別 意見提出者数

男 性 34名

女 性 16名

合 計 53名
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